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市制５周年記念式典伊佐市

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク

姉妹都市
大韓民国慶尚南道南海郡の伝統芸能

いさ太鼓まつり実行委員会による
６団体合同演奏「有頂天」

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク

平成 25 年 11 月９日開催５th
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伊
佐
市
市
制
５
周
年
記

念
式
典
が
11
月
９
日
、
各

界
か
ら
の
来
賓
は
じ
め
市

民
ら
約
１
、０
０
０
人
が

出
席
す
る
な
か
、
伊
佐
市

文
化
会
館
に
お
い
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
姉

妹
都
市
大
韓
民
国
慶
尚
南

道
南
海
郡
の
伝
統
芸
能
や

い
さ
太
鼓
ま
つ
り
実
行
委

員
会
に
よ
る
６
団
体
合
同

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

華
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
式
辞
で
隈
元
市
長
は
、

伊
佐
市
誕
生
か
ら
の
５
年

間
を
振
り
返
り
、
５
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

喜
び
を
、
感
謝
の
気
持
ち

と
と
も
に
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
近
隣
市
町
の

市
長
・
町
長
・
議
長
な
ど

多
数
の
来
賓
の
方
々
に
も

出
席
い
た
だ
き
、
式
典
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
政
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
、

表
彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
市
制
5
周
年
功
労
者
伊

　
佐
市
長
表
彰

（
敬
称
略
50
音
順
）

内
村
募 

大
塚
聖
作

上
田
中
章

亀
甲
訓
生

川
越
正
章

上
田
和
代

上
田
大
輔

御
書
力

児
玉
宗
孝

左
近
充
孝
子

髙
村
裕
子

武
睦
子

田
中
浩
太
郎

田
上
勝
葊

盛
大
に
市
制
５
周

年
記
念
式
典
挙
行

市内３校の高校生６人による「伊佐市市民憲章」の発表

　わたしたちは、住みよいまち、誰もが訪れたくなる伊佐市をめ
ざし、ここに憲章を制定します。

一  ともに支え合い、思いやりのあるまちをつくります。
一  自然と歴史を未来につなぎ、恵み豊かなまちをつくります。
一  きまりを守り、安心安全に暮らせるまちをつくります。
一  心身ともに健康で、生きがいと活力のあるまちをつくります。
一  郷土に誇りを持ち、進んで学ぶ文化のまちをつくります。

伊佐市市民憲
章



市内13校の小学５年生154人
による「伊佐市歌」の発表

５
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　【 

伊
佐
は
と
っ
て
も
い
ー
さ 

】

               

作
詞

　
伊
佐
の
子
ど
も
た
ち 

／ 

作
曲

　
北
岸 

和
夫

１ 

伊
佐
は
と
っ
て
も
い
ー
さ  

鳥
神
山  

高
く
そ
び
え

　 

力
あ
ふ
れ
る  

曽
木
の
滝  

い
つ
も  

ぼ
く
ら
の
そ
ば
に

　 

き
ら
き
ら
光
る
伊
佐
の
米  

こ
が
ね
色
の  

豊
か
な
み
の
り

　 

美
し
い
ふ
る
さ
と  

わ
れ
ら
の
伊
佐

２ 

輝
く
星
空
に  

蛍
た
ち
が
踊
り
だ
し

　 

大
き
な
夢  

胸
に
抱
き  

明
日
に
向
か
っ
て
ゆ
く

　 

流
れ
る
雲  

凛
と
し
た
花  

川
内
川
の
水
清
く

　 

美
し
い
ふ
る
さ
と  

わ
れ
ら
の
伊
佐

３ 

歴
史
あ
る
こ
の
ま
ち
に  

平
和
の
未
来
く
る
よ
う
に

　 

広
い
大
地  

川
の
恵
み  

は
ば
た
く
私
た
ち

　 

人
は
笑
い  

鳥
は
さ
え
ず
り  

手
と
手
を
つ
な
ぎ
生
き
て
ゆ
こ
う

 

　
美
し
い
ふ
る
さ
と  

わ
れ
ら
の
伊
佐

伊
佐
市
歌

末
冨
千
橿
（
元
財
団
法
人

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
館
理

事
長
）

木
下
勝
之
（
公
益
財
団
法

人
日
母
お
ぎ
ゃ
ー
献
金
基

金
理
事
長
）

　
ま
た
、
式
典
で
は
、
市

の
理
念
や
市
民
が
心
が
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と

な
る「
伊
佐
市
市
民
憲
章
」

や
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が

作
詞
し
た
郷
土
愛
あ
ふ
れ

る
「
伊
佐
市
歌
」
も
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
及
び
関
係
者
あ
げ

て
祝
っ
た
５
周
年
記
念
式

典
も
、
先
の
節
目
に
向
け

て
の
飛
躍
を
誓
い
、
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

帖
佐
誠

冨
重
圓

長
野
則
夫

新
納

　

平
瀬
信
雄
（
故
人
）

向
江
知
恵
子

向
原
正
子

山
口
智
寛

山
之
内
繁
美

横
山
初
美

吉
松
孝
義

※
旧
役
職
名
は
全
て
地
域

　
審
議
会
委
員

◆
市
制
5
周
年
伊
佐
市
長

　
特
別
表
彰

（
敬
称
略
50
音
順
）

井
上
雄
彦 

（
漫
画
家
：
伊

佐
市
出
身
）

遠
藤
定
義
（
株
式
会
社
Ｙ

Ｐ
Ｋ
代
表
取
締
役
）



　　　
　　　　　　民生費

　　　　　　173,798 円

　　　
　　　　　　総務費

　　　　　　82,572 円
　　　衛生費

　　　　　　59,748 円

　　　
　　　　　　公債費

　　　　　　59,467 円

　　　
　　　　　　教育費

　　　　　　      40,481 円

　　　
　　　　　農林水産業費

　　　　　　37,854 円

　　　
　　　　　　土木費

　
　　　　　　28,808 円

　　　
　　　　　　消防費

　　　　　　22,266 円

　　　
　　　　　　災害復旧費

　　　　　　      10,186 円

　　　
　　　　　　商工費

　　　　　　     9,444 円

　　　
　　　　　　議会費

　　　　　　    5,898 円
　 　　 　　　労働費

　　　　　　      1,870 円

ISA City Public Relations  2013.12.01　　4

平成 24年度　市の財政状況をお知らせします

民生費
50億 4,000 万円

　33％

総務費
23億 9,000 万円

　16％

労働費　5,000 万円　０％

商工費　２億 7,000 万円　２％ 議会費　１億 7,000 万円　１％

　　消防費　
６億 5,000 万円　４％

災害復旧費　3億円　２％

土木費
８億 3,000 万円

５％

教育費
11億円 7,000 万

８％

農林水産業費
11億円　７％

衛生費
17億 3,000 万円

　11％

義務的経費
50％

その他の
経費
36％

投資的経費
14％公債費

17億 2,000 万円
11％

※金額及び比率は四捨五入し、わかりやすく
　表記してあります。

医療会計等への繰出金 　  17 億 1,000 万円 

物件費       12 億 9,000 万円

一部事務組合（未来館等）　   　　　   10 億円

積立金 　   ７億 4,000 万円

補助費等 　   ６億 7,000 万円

維持補修費 　　　        9,000 万円

出資金・貸付金 　　　        2,000 万円

合　　計       55 億 2,000 万円

普通建設事業費 　    19 億    6,000 万円

災害復旧事業費 　  ２億    7,000 万円

合　　計 　    22 億    3,000 万円

生活支援経費 　 33 億 7,000 万円

人件費 　 25 億 8,000 万円

借金返済 　 17 億 2,000 万円

合　計 　 76 億 7,000 万円

歳出

基準　Ｈ 25.03.31　28,971 人
市民一人あたりのサービス内訳

歳出　154億2,395万円

用語の説明

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費
　　　　　　（生活支援経費）など、支
　　　　　　出しなければならない経費
投資的経費　道路建設などのように、社
　　　　　　会資本の形成に向けられる
　　　　　　経費
公 債 費　これまで借り入れた市債な
　　　　　　どの返済に係る経費（借金
　　　　　　返済）
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伊佐市の財政状況
　平成 24 年度の一般会計決算を、平成 25 年度９月定例議会に提出しました。
　一般会計の決算の規模は、歳入 160 億 7,703 万円、歳出 154 億 2,395 万円となっ
ています。歳入と歳出の差し引き額は、6 億 5,308 万円です。これには、翌年度に
繰り越すべき財源の２億 2,618 万円が含まれていますので、これを除いた実質収支
は、４億 2,690 万円となります。

平成24年度決算
一般会計

　　市    税
30 億 2,000 万円　19％

  地方譲与税
１億 9,000 円　１％

県支出金
12億 9,000 万円

　８％

国庫支出金
17億 8,000 万円

　11％

市    債
12億 1,000 円

　７％

　 地方交付税
65億 4,000 万円　41％

※金額及び比率は四捨五入し、わかりやすく
　表記してあります。

分担金及び負担金
2億 1,000 万円　１％

寄付金　   
5,000 万円　０％

諸収入
4億 2,000 万円　３％

使用料及び手数料
2億 2,000 万円　２％

繰入金　
１億 2,000 万円　１％

財産収入
5,000 万円　０％

繰越金　6億 9,000 万円　４％

自主財源
30％

依存財源
70％

｛

　 交付金等
2億 9,000 万円　２％

歳入

歳入　160億7,703万円

用語の説明

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源
依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源
地方交付税　所得税や法人税などの国税の一部を、地方自治体間にある財源の不均衡を調
　　　　　　整し、国民が受ける基本的な行政サービスが住む場所によって差のないよう
　　　　　　にするため、地方公共団体の財政状況に応じて交付されるお金で、国から地
　　　　　　方への仕送りと言われている
市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金
国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として国・県から交
　　　　　　付されるお金
実 質 収 支　単年度の収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まっている財源
　　　　　　を差し引いたもの
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行政からのお知らせ

　
◆
復
興
特
別
所
得
税
に
関
す
る
お
知

　
ら
せ

　
平
成
23
年
12
月
2
日
に
東
日
本
大

震
災
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
23
年
法

律
第
１
１
７
号
）
が
公
布
さ
れ
、「
復

興
特
別
所
得
税
」
及
び
「
復
興
特
別

法
人
税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
25
年
分
か
ら

平
成
49
年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別

所
得
税
の
申
告
及
び
納
付
を
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年

分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則
と
し
て
、

そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）に
２
・
１
％

の
税
率
を
掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で

す
。
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

年
分
の
所
得
税
額
に
復
興
特
別
所
得

税
の
額
を
加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
様
式
は
、
国
税
庁
よ

り
、
平
成
26
年
１
月
に
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp/

）
の

平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

「
個
人
の
方
に
係
る
復
興
特
別
所
得

税
の
あ
ら
ま
し
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
加
治
木
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
26
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
均

　
等
割
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
契
機
と

し
て
、
県
や
市
町
村
が
実
施
す
る
防

災
の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
臨
時
の
措

置
と
し
て
個
人
住
民
税
均
等
割
の
税

額
に
つ
い
て
特
例
（
注
1
）
を
定
め

ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
を

　
１
、
０
０
０
円
／
年
引
上
げ
ま
す

（
注
1
）
特
例
法
：
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
23
年
12
月
2
日
公
布
）

◎
特
例
措
置
の
期
間

　
平
成
26
年
度
分
か
ら
平
成
35
年
度

分
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

◎
主
な
使
い
道

　
防
災
の
た
め
の
施
策
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
使
い

道
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

 

・
公
立
学
校
耐
震
化
対
策
や
防
災
無

　
線
の
整
備

 

・
橋
な
ど
の
耐
震
化

 

・
地
す
べ
り
対
策

　
　
　
　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
０
９
９
５
・
６
２
・
２
１
６
１

税
務
課
市
民
税
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
６

現　行

   市民税均等割　3,000 円
   県民税均等割　1,000 円
　   ＋森林環境税　500 円

  　　 計　　　　4,500 円

改正後

   市民税均等割　3,500 円
   県民税均等割　1,500 円
　   ＋森林環境税　500 円

  　　 計　　　　5,500 円

高
齢
者
等
実
態
調
査

　
平
成
26
年
度
の
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
に
当
た
り
、
高
齢
者
の
実
態
や

意
識
・
意
向
を
調
査
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
計
画

策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
実
態
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

対
象
者

　
①
在
宅
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

　
　
　
　
　
②
一
般
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
③
若
年
者

※
抽
出
調
査
の
た
め
、該
当
者
全
員
が
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
期
間

　
平
成
25
年
12
月
５
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

調
査
員

　
・
地
区
の
担
当
民
生
委
員

　
　
　
　
　
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
市
で
は
高
齢
化
率
が
36
％
を
超
え
て
お
り
、
な
か

で
も
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
の
割
合
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
介
護
の
必
要
な
人
は
一
段
と
増
え

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
市
の
高
齢
者
福
祉
及
び

介
護
保
険
事
業
の
方
向
性
を
決
め
る
大
切
な
調
査
で

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係
・
高
齢
者
対
策
係

　
　
　

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
３
１
１

▽
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
等

　
内
線
１
２
２
６
～
１
２
２
８

▽
一
般
高
齢
者
、
若
年
者

　
内
線
１
２
２
４
～
１
２
２
５
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◆
保
険
税
（
料
）
支
払
済
確
認
書
の

　
発
行
に
つ
い
て

　
社
会
保
険
料
控
除
で
使
用
す
る
国

民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・
介
護

保
険
料
（
普
通
徴
収
）・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
支
払

済
額
の
確
認
書
を
12
月
２
日
（
月
）

か
ら
発
行
し
ま
す
。

　
必
要
な
人
は
、
税
務
課
（
大
口
庁

舎
） 

ま
た
は
地
域
総
務
課
市
民
窓
口

係
（
菱
刈
庁
舎
）
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
原
則
、
市
役
所
で
発
行
す

る
支
払
済
確
認
書
は
、
納
付
書
で
の

納
付
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

分
の
み
と
な
り
ま
す
。
年
金
か
ら
差

引
か
れ
る
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年

金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
確
認
書
は
発
行
し
ま
せ

ん
。
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
た
額
を
確
定
申
告
書
に
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

　
両
方
あ
る
人
は
、
市
の
発
行
し
た

確
認
書
と
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に

記
載
さ
れ
た
社
会
保
険
料
の
額
を
合

計
し
た
金
額
を
、
確
定
申
告
書
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

交
付
に
必
要
な
も
の

○
申
請
書
（
各
窓
口
に
備
え
付
け
て

　
あ
り
ま
す
。）

○
印
鑑
（
認
印
、
代
理
人
の
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

※
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
は
、
本
人
確

　
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

　
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

　 

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
６

◆
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
障
害
者

　
控
除
に
つ
い
て

　
65
歳
以
上
で
身
体
障

害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
場
合
で

も
、
要
介
護
認
定
者
な

ど
で
、
寝
た
き
り
の
度
合
い
や
認
知

症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
場
合
は
、
市
で
認
定
書
を
交
付
し

ま
す
。
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
、
こ

の
認
定
書
を
添
付
し
て
確
定
申
告
や

住
民
税
の
申
告
を
す
る
と
、
所
得
控

除
（
障
害
者
控
除
）
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

認
定
証
交
付
対
象
者

　
伊
佐
市
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
と
市
長
が
認
定
し
た
人
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
３
～
６
級
に

　
準
ず
る
障
が
い
が
あ
る
人

②
療
育
手
帳
の
軽
度
・
中
度
に
準
ず

　
る
障
が
い
が
あ
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
、
２
級
に

　
準
ず
る
障
が
い
が
あ
る
人

④
療
育
手
帳
等
の
重
度
に
準
ず
る
障

　
が
い
が
あ
る
人

⑤
寝
た
き
り
高
齢
者

※
①
、
②
は
障
害
者
控
除
を
③
～
⑤

　
は
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

※
①
～
⑤
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の

　
判
定
は
、
介
護
認
定
資
料
・
医
師

　
の
診
断
書
な
ど
を
も
と
に
、
市
の

　
認
定
基
準
表
で
判
定
し
ま
す
の
で
、

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で

　
も
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
認
定
書
は
申
告
時
に
必
ず
提
示
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
身
体
障
害
者
手
帳
等
で
控
除

　
を
受
け
て
い
る
人
は
認
定
書
を
取

　
得
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
申
請
書
（
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

　
す
。）

 

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
２
７

　平成 26 年から、かぼちゃの新規栽培を開始し販売する農家
を対象に、初年度のみトンネル被覆資材一式と苗代について、
伊佐市・北さつま農協が予算の範囲内で助成をします。
　一農家あたりの助成対象面積は 10 ａ以上 30 ａ以下としま
す。ほかにも助成要件がありますので、詳細についてはお問い
合わせください。
申込期限　12 月 25 日（水）

問い合わせ先　
農政課農政係（菱刈庁舎２階）　　　    ☎�１３１１○内　２２４７
北さつま農協伊佐総合支所営農センター　　　　☎�２６１１

伊佐市かぼちゃ新規栽培助成事業

市は、かぼちゃの

産地ですが、生産者の高齢

化が進み、栽培農家数が減少傾

向にあります。かぼちゃ栽培開始

の資材・苗購入費用を助成するこ

とで、新規生産者を募り管内の

かぼちゃ生産拡大を目指

します。

　
　　
　　

　か
ぼちゃを作ってみませんか
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行政からのお知らせ

小学校陸上記録会結果

新 新新

新

新

新

新新新

【
１
０
０
ｍ
走
】

▽
５
年
女
子

１
位

　
山
之
内
結
音
（
本
城
）   

　
15
秒
７

２
位

　
本
田
真
悠
（
本
城
）      

　 

16
秒
３

3
位

　
杉
﨑
春
香
（
羽
月
）    

　   

16
秒
４

▽
６
年
女
子

１
位

　
北
村
愛
茄
（
大
口
）    

　   
14
秒
９

２
位

　
平
形
彩
結
（
本
城
）   

　
　
15
秒
３

３
位

　
久
木
元
優
菜
（
本
城
）        

15
秒
３

▽
５
年
男
子

１
位

　
永
田
智
也
（
菱
刈
）            

14
秒
６

２
位

　
先
田
祥
伍
（
山
野
）     

　  

14
秒
７

３
位

　
大
西
孟
史
（
大
口
）     

　  

15
秒
２

▽
６
年
男
子

１
位

　
山
下
幸
介
（
大
口
）    

　    

13
秒
４

２
位

　
久
木
田
駿
典
（
湯
之
尾
）   

14
秒
４

３
位

　
川
畑
知
広
（
大
口
）    

　    

14
秒
７

【
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
】

▽
６
年
女
子

１
位

　
藤
田
直
（
大
口
）       

　 

　
 10
秒
９

２
位

　
黒
木
千
春
（
針
持
）        

　
11
秒
９

３
位

　
山
口
茜
里
（
羽
月
）          

　
12
秒
１

▽
６
年
男
子

１
位

　
日
高
守
理
（
田
中
）          

　
10
秒
６

２
位

　
山
口
青
空
（
曽
木
）　      

　
10
秒
８

３
位

　
西
窪
大
琳
（
牛
尾
）　      

　
11
秒
５

【
走
り
幅
跳
び
】

▽
５
年
女
子

１
位

　
平
尾
弥
吏 

（
大
口
）     

　
３
ｍ
63 

cm

２
位

　
奥
林
美
寿
紀
（
大
口
）
３
ｍ
17 

cm

３
位

　
本
田
真
悠
（
本
城
）    

　 

３
ｍ
11 

cm

▽
６
年
女
子

１
位

　
秋
葉
明
美
（
田
中
）  

　 

３
ｍ
74 

cm

２
位

　
田
中
い
ぶ
き
（
大
口
）   

３
ｍ
62 

cm

３
位

　
北
村
愛
茄
（
大
口
）  

　  

３
ｍ
42 

cm

▽
５
年
男
子

１
位

　
永
田
智
也
（
菱
刈
）  

　 

４
ｍ
04 

cm

２
位

　
綛
野
拓
未
（
羽
月
）       

３
ｍ
69 

cm

３
位

　
先
田
祥
伍
（
山
野
）      

３
ｍ
67 

cm

▽
６
年
男
子

１
位

　
山
下
幸
介
（
大
口
）  

　 

４
ｍ
40 

cm

２
位

　
大
山
扇
立
（
大
口
）  

　 

４
ｍ
14 

cm

３
位

　
沖
田
龍
之
丞
（
曽
木
）   

４
ｍ
10 

cm

【
走
り
高
跳
び
】

▽
５
年
女
子

１
位

　
池
田
凛
（
湯
之
尾
） 

　  

１
ｍ
05 

cm

２
位

　
宮
永
莉
来
（
羽
月
） 

　  

１
ｍ
05 

cm

３
位

　
諏
訪
希
玲
々
（
大
口
東
）１

ｍ
05 

cm

▽
６
年
女
子

１
位

　
佐
田
涼
花
（
田
中
）　   

１
ｍ
20 

cm

２
位

　
福
田
あ
す
か
（
本
城
）
１
ｍ
10 

cm

３
位

　
小
橋
真
優
理
（
山
野
）
１
ｍ
10 

cm

▽
５
年
男
子

１
位

　
川
口
晃
伸
（
田
中
）      

１
ｍ
10 

cm

２
位

　
平
泰
雅
（
山
野
） 

　
　   

１
ｍ
10 

cm

３
位

　
原
良
田
伸
彦
（
大
口
）
１
ｍ
10 

cm

▽
６
年
男
子

１
位

　
新
原
祐
吏
（
牛
尾
）  

　 

１
ｍ
33 

cm

２
位

　
坂
元
佑
哉
（
曽
木
）      

１
ｍ
15 

cm

３
位

　
春
山
直
輝
（
菱
刈
）      

１
ｍ
15 

cm

【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

▽
５
年
女
子

１
位

　
羽
月
小

　
　
１
分
05
秒
５

２
位

　
大
口
小

　
　
１
分
05
秒
８

３
位

　
本
城
小

　
　
１
分
07
秒
２

▽
６
年
女
子

１
位

　
大
口
小

　
　
１
分
01
秒
７

２
位

　
本
城
小

　
　
１
分
02
秒
９

３
位

　
田
中
小

　
　
１
分
03
秒
４

▽
５
年
男
子

１
位

　
大
口
小

　
　
１
分
03
秒
７

２
位

　
本
城
小

　
　
１
分
05
秒
０

３
位

　
菱
刈
小

　
　
１
分
05
秒
０

▽
６
年
男
子

１
位

　
大
口
小

　
　
　
　
57
秒
０

２
位

　
曽
木
小

　
　
１
分
00
秒
４

３
位

　
田
中
小

　
　
１
分
00
秒
８

　来年 1 月 1 日から運行日と乗車方法
を変更し、より利用しやすくなります。
１．運行日の変更
　全路線を週３日運行していますが、
来年１月１日からは月～土曜日の週６
日の運行になります。
２．乗車場所の変更
　現在の乗車場所は、「のりあいタク
シー停留所」となっていますが、１
月１日からは、「行き便」の乗車のみ、
75 歳以上の人と、停留所まで歩けな
いと認められる人（市に申請必要）は、
自宅近くの公道（※）から乗車できる
ようになります。
※公道…市道や農道など周辺住民が利
　　　　用する道路。
問い合わせ先　地域振興課振興開発係

☎�１３１１○内　１２５７

のりあいタクシー
運行方法変更日　　時　平成 26 年１月３日（金）

　　　　　13 時～（12 時受付開始）
場　　所　伊佐市文化会館大ホール
対　　象　平成５年４月２日から平成６年４月１日生
　　　　　まれの伊佐市内居住者及び市外に転出して
　　　　　いる伊佐市出身者
問い合わせ先　社会教育課社会教育係　☎�１６１３

平成 26 年 伊佐市「成人式」
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ま ち
の 話 題

　10 月 23 日、市内の小学校で「毎月 23 日読書の
日」にちなみ、給食の献立から連想できる絵本の紹
介がありました。この取組みは、本に親しんでもら
い、食材や栄養に関心を持ってもらうことを目的に、
市内の司書（図書館の専門的職員）が企画したもの
です。
　日頃から読書への取組みが盛んな南永小学校では、
食べた給食が出てくる絵本を前に会話がはずみ、い
つもより少し長めの給食時間を楽しみました。
※「献立（絵本）：きびごはん（桃太郎）・いわしだんごのみそ汁（にん
　じんはなぜあかい）・スイートポテト（ルルとララのスイートポテト）」

絵本の料理が給食に 「全国大会へ行ってきました」
「第 55回全国牛削蹄競技大会」準優勝

（10 月 25 日  茨城県）

有留寛之さん（曽木川西 ・30 歳）

鹿児島代表「さくらじま」一員
原口卓美さん（針持釘野々 ・62 歳）

「ねんりんピック将棋団体戦」優勝
（10 月 28 日  高知県）

　11 月３日、大口東小学校において「大口東フ
ェスタ」と題した文化祭が行われました。駅伝
大会やバザーなどが催されましたが、その中で
も注目を浴びたのが、同校５年生が演じた「井
上雄彦物語」です。
　伊佐市出身の井上雄彦さん（漫画家）の生い

立ちや作品を、それぞれキャラクターになりきり熱演しました。最後に大きな声で「偉大な先輩を
誇りに思う」と目を輝かせた児童たちの成長と将来が楽しみです。

私たちの偉大な先輩「井上雄彦さん」
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国際大会「ユースパラ陸上」

金メダル獲得
　10 月 26 日から５日間、マレーシアで行われた
障がい者の国際大会「アジアユースパラ陸上競技
大会」に鹿児島盲学校高等部２年の松下佳生選
手（霧島市）の伴走として、大口里の上園真吾さ
ん（24 歳）が参加しました。上園さんは、「記録

を狙わず、勝負
に勝とう」とア
ドバイスし、全
盲の部 100 ｍと
200 ｍいずれも
自己新記録で優
勝した松下さん
とともに金メダ
ルを獲得しまし
た。

　市制 5 周年を記念し、韓国南海郡から郡守をは
じめとする友好交流代表団 6 人が来市されました。
  南海郡は伊佐市より少し小さな面積に、48,000
人余りが住み、韓国では 4 番目に大きな島です。
今年は、同郡で行われた代表的な祭りなどに、交
流協会や行政関係者が３回訪問するなど、これま
で以上に親睦を深めてきました。郡守は、２回

目の訪問となっ
た 5 周年記念式
典 で、「 両 市 郡
のゆるぎない友
情の絆を確信す
るとともに、友
好関係の一層の
促進を図ってい
きたい」と述べ
ました。

姉妹都市「南海郡」絆深める

　11 月 17 日、伊佐市陸上競技場で日本女
子サッカーリーグのチャレンジリーグ入れ
替え戦「ジュブリーレ鹿児島 vs アンジュ
ヴィオ広島」の試合が行われました。
　小雨の降る中、一進一退の攻防が繰り広
げられ、白熱した試合となりました。試合
はアンジュヴィオ広島が 3 対 0 で勝利し、
来シーズンからチャレンジリーグへ昇格を
決めました。降格が決まったジュブリーレ
鹿児島ですが、またチャレンジリーグへ昇
格できるよう今後の活躍が期待されます。
　「頑張れ !! ジュブリーレ鹿児島 !!」

チャレンジリーグ入れ替え戦開催

市制５周年記念「伊佐市障がい者ふれあいレクリエーション大会」
　11 月 12 日、伊佐市総合体育館で行われたレクリエー
ション大会に、市内の障がい者施設の利用者など約 120
人が集まりました。オープニングでは、創作ダンス（大
一会）やバンド演奏（慈和会）が披露され、選手宣誓の
元気な声で競技がスタートしました。伊佐市レクリエー
ション協会の協力で準備された「わなげ」や「ダーツ」、「風
船バレー」など４つの種目でチーム対抗戦を行いました。
　勝敗を競う大会でしたが、和気あいあいの中、選手・
スタッフ、チームの垣根を越えて、笑顔で楽しみました。

○針持駐在所連絡協議会・西太良防犯パト
　ロール隊：国道 267 号沿線標識・ロード
　ミラー等清掃活動（写真）
○市内 10 電気事業所：南永地区の高齢者
　20 世帯の電球交換や屋内配線点検

ボランティアに感謝



　夏休み「ふるさと学寮」
　山野校区コミュニティ協議会では、平成 25 年８月 21 日から２泊３日
の日程で、十曽青少年旅行村において、夏休み「ふるさと学寮」を実施し
ました。
　この事業は、短期間ですが子ども達が親元を離れ集団生活を体験するこ
とで、自主性や協調性、忍耐力を養うことを目的とし、日頃できないこと
を少しでも多く体験できるように、学校が休みの期間に実施したものです。
　期間中子ども達は、料理、洗濯、掃除も当然自分達で行いますが、奥十
曽での釣りや川遊び、五右衛門風呂体験、ピザ窯体験、工作教室、クイズ
形式の宝探し、スイカ割り、本格的ソーメン流し、キャンプファイヤーと
盛り沢山の体験をしました。
　もちろんこれらの体験は、地元の方々から頂いた資材や食材、
薪などを使って行われ、また地域の人たちの温かいご指導によ
り実施できたものです。
　今回の事業により、子ども達は親の有難さや地域の方々の優
しさを実感した３日間になったと思います。また今後も、恵ま
れた地元の環境を活用し青少年育成の活動として、さらに活動
を充実させていきたいと思います。　　　（校区役員Ｈさん談）

鹿児島県警察シンボルマスコット
「チェストくん」
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問
い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署

　
☎
�
０
１
１
０

１
１
０
番  

だ
よ
り

年
末
年
始
特
別
警
戒

　
平
成
25
年
12
月
10
日
か
ら
平
成
26
年

１
月
10
日
ま
で
の
間
、
従
来
の
警
察
活

動
に
加
え
、
事
件
事
故
抑
止
の
た
め
、

年
末
年
始
特
別
警
戒
隊
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

　
よ
い
年
末
年
始
を
迎
え
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
も
防
犯
と
交
通
安
全
の
意
識
を

高
め
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。消費税引き上げに便乗した

詐欺に注意 !!

　10 月１日に閣議決定された消費税引
き上げに伴う「簡素な給付措置」は、ま
だ皆さんに連絡したり給付を行う段階で
はありません。
　これらを口実に電話で、現金の「ＡＴ
Ｍ振込み」や「レターパック・宅急便で
の送金」を指示したり、家族構成や口座
番号などを聞いてくるのは詐欺の可能性
大です！
　まずは相談しましょう !!　

▽ 12月６日（金）17時
菱刈カントリーエレベーター
から白バイやパトカー、青パ
トなど 100 台位がパト
ロールに出発するよ !!

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信

　

　
　
　山

野
校
区
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
り
、
荷
物

が
届
い
た
り
し
た
ら

①
注
文
し
た
覚
え
が
な
く
、
必
要
の
な

　
い
商
品
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
毅
然
と
し
た
態
度
が
大
事
で
す
。
相

　
手
が
し
つ
こ
い
場
合
は
「
消
費
生
活

　
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
ま
す
。
そ
ち
ら

　
の
連
絡
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

　
と
言
い
ま
し
ょ
う
。（
録
音
す
る
の

　
も
一
つ
の
方
法
で
す
。）

②
万
一
、
商
品
が
届
い
た
ら
、
受
け
取

　
り
拒
否
を
し
て
送
り
状
に
あ
る
送
り

　
主
の
住
所
等
を
控
え
、
消
費
生
活
セ

　
ン
タ
ー
に
す
ぐ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
誤
っ
て
商
品
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ

　
た
り
、
開
封
・
消
費
し
て
し
ま
っ
た

　
り
し
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

　
ー
へ
す
ぐ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
荷
物
を
受
け
取
る
と
き
は
十
分
に
注

　
意
し
て
サ
イ
ン
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

　
サ
イ
ン
が
契
約
に
な
っ
て
い
る
か
も

　
し
れ
ま
せ
ん
。

（
マ
イ
ラ
イ
フ
か
ご
し
ま
11
月
号
か
ら
引
用
）

　「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
25
年
6
月

26
日
に
成
立
し
、
同
年
7
月
3
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
日
は
平

成
26
年
1
月
3
日
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
生
活
の
本

拠
を
共
に
す
る
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

及
び
そ
の
被
害
者
に
つ
い
て
も
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
及
び
そ
の
被
害
者
に
準

じ
て
、
法
の
適
用
対
象
と
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
法
律
名
が
「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

　
現
行
の
配
偶
者
暴
力
防
止
法
に
お
い

て
は
、「
配
偶
者
」
に
は
「
婚
姻
の
届

出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
法
律
婚
と
事
実
婚
の
違
い

に
つ
い
て
は
、「
婚
姻
意
思
」「
共
同
生

活
」「
届
出
」
の
う
ち
、「
届
出
」
が
な

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

い
も
の
が
事
実
婚
と
し
て
整
理
さ
れ
る

の
が
一
般
的
で
す
。

　
今
回
、
対
象
と
す
る
「
生
活
の
本
拠

を
共
に
す
る
交
際
相
手
」
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
「
婚
姻
意
思
」
も
認
め
ら
れ
な

い
、「
共
同
生
活
」
の
み
を
送
っ
て
い

る
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
共
同
生
活
を
送
っ
て

い
る
が
「
婚
姻
意
思
」
が
認
定
さ
れ
な

い
た
め
に
、「
事
実
婚
」
と
し
て
の
救

済
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
、
今
回
新
た
に
保
護
の
対
象
と
な

る
も
の
と
な
り
ま
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室

　
あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
12
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時
　
間

　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所

　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
文
し
た
覚
え

　
　
　
　
　
　
　
　
が
な
い
の
に
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
が
届
く
「
送
り
付

　
　
　
　
　
　
　
け
商
法
」
が
後
を
絶

　
　
　
　
　
　
ち
ま
せ
ん
。
新
た
な
手

口
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

相
談
事
例

　「
お
試
し
の
健
康
食
品
を
送
る
。
お

試
し
で
送
料
も
不
要
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
あ

い
ま
い
な
返
事
を
し
て
電
話
を
切
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
２
日
後
に
商
品
が
届
い

た
。
価
格
な
ど
は
一
切
記
載
が
な
か
っ

た
た
め
無
料
と
思
い
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
た
が
、
５
日
後
、
内
容
証
明
郵
便
で

５
万
円
の
請
求
書
が
届
き
、「
期
限
内

に
支
払
わ
な
い
限
り
法
的
措
置
を
と

る
」
と
あ
っ
た
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
。

新
た
な
手
口
と
思
わ
れ
る
点

○
代
引
き
配
達
で
は
な
い
こ
と

○
お
試
し
商
品
と
称
し
勧
誘
し
て
い
る

　
こ
と

後
を
絶
た
な
い
「
送
り
つ
け
商
法
」

新
た
な
手
口
も
・
・
・
!?
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問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
２

○
野
菜
を
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
（
両
手
に
一
杯
の
る
位
）
食
べ

　
よ
う
！

　
野
菜
は
、
腸
内
の
掃
除
屋
「
食
物
繊
維
」
が
豊
富
で
す
。
と

り
過
ぎ
た
食
塩
を
体
の
外
に
出
し
て
く
れ
る
「
カ
リ
ウ
ム
」
も

多
く
含
ま
れ
ま
す
。

○
運
動
し
よ
う
！

　
運
動
習
慣
の
な
い
人
は
、
あ
る
人
に
比
べ
て
２
・
５
倍
も
脳

梗
塞
を
起
し
や
す
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
今
よ
り
も
、
一
日
１
、０
０
０
歩
（
10
分
間
）
～
２
、０
０
０

歩
（
20
分
間
）
多
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

○
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
よ
う
！

　
適
量
は
、
ビ
ー
ル
５
０
０
ml
！

　
焼
酎
（
25
度
）
０
・
６
合
！

　
飲
酒
に
よ
り
、
肝
臓
に
中
性
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
、
胃
腸
の
粘

膜
も
荒
れ
て
き
ま
す
。
臓
器
修
復
の
た
め
週
２
回
の
休
肝
日
も

必
要
で
す
。

　
　
　 

　
　（
参
考
）
鹿
児
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎脳卒中の治療は一刻をあら
　そいます。あなたの周りの
　人に、「何だかいつもと違
　う、脳卒中？」と感じる異
　変があったら要注意！
◎・顔（Face）の麻痺
　・腕（Arm）の麻痺
　・言葉（Speech）の障害
　どれか 1 つでも症状がみら
　れたら発症時刻（Time）を
　確認して、すぐに（FAST）、
　１１９番！

周囲が気づく、脳卒中の症状
～ FAST（ファスト）で

救命率向上を～

『脳卒中警報』
発令中 !!

　
現
在
、
鹿
児
島
県
全
体

で
『
脳
卒
中
の
予
防
』
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
県
の
脳
卒
中
死
亡
率
は
、

な
ん
と
全
国
平
均
の
１
・

５
倍
と
多
く
、
全
国
ワ
ー

ス
ト
７
位
（
平
成
24
年

度
）
で
す
。
平
成
23
年
度

は
、
ワ
ー
ス
ト
4
位
で
し

た
。
伊
佐
市
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
県
内
ワ
ー
ス
ト

1
位
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
要
介

護
や
寝
た
き
り
に
な
る
最

大
の
原
因
も
「
脳
卒
中
」

で
す
。

脳
卒
中
と
は
？

　
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
り
、

破
れ
た
り
し
て
脳
に
障
害
が
お

き
る
病
気
で
す
。「
脳
梗
塞
」

や「
脳
出
血
」「
く
も
膜
下
出
血
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中
の
主
な
原
因
は
、
生
活

習
慣
の
乱
れ
で
す
。

①
生
活
習
慣
の
乱
れ

　
偏
食
・
運
動
不
足
・
睡
眠
不

足
・
ス
ト
レ
ス
・
飲
酒
・
喫
煙

な
ど

②
危
険
因
子
の
出
現

　
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異

常
症
・
不
整
脈
・
肥
満
・
メ
タ

ボ
な
ど
を
引
き
起
こ
す

③
脳
卒
中
の
発
症

　
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜

下
出
血
な
ど
を
合
わ
せ
て
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る

脳
卒
中
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

○
血
圧
を
管
理
し
よ
う
！

　
血
圧
の
高
い
人
は
、
低
い
人

に
比
べ
脳
卒
中
を
起
す
確
率
が

最
大
８
倍
に
も
な
り
ま
す
。
治

療
中
の
人
も
、
生
活
習
慣
を
改

め
、
自
己
判
断
で
お
薬
を
や
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
減
塩
し
よ
う
！

　
１
日
の
食
塩
摂
取
量
の
目
安

「
男
性
９
・
０
ｇ
未
満
、女
性
７
・

５
ｇ
未
満
」
に
対
し
、
鹿
児
島

県
民
の
摂
取
量
は
10
・
３
ｇ
で

す
。
食
塩
を
１
日
２
ｇ
（
し
ょ

う
ゆ
大
さ
じ
１
杯
弱
相
当
）
以

上
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

県鹿
児
島

指
宿

南
薩

曽
於

出
水

屋
久
島

日
置

肝
属

伊
佐

名
瀬

川
薩

西
之
表

平成23年　衛生統計年報より
保健所別　脳血管疾患死亡率（人口10万対）

０

50

100

150

200

250

300

姶
良

徳
之
島

伊佐は、県内で
ワースト１位です！
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 20

　

　

レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

そばじゅい

〈作り方〉　
①鶏肉を一口大に切る。
②干ししいたけは水で戻して千切りにする。汁はだ
　し汁にする。
③鍋に油を熱し、鶏肉・しいたけを炒めてから、こ
　んにゃく・ごぼう・だいこんなど残りの材料を炒
　める。
④だし汁を入れ、材料がやわらかくなるまで煮て味
　を調える。
⑤そば粉をぬるま湯でこねて５mm 厚さにのばし、
　１cm 巾の５cm 長さに切ったそばを④へ入れる。
⑥器に盛り、ねぎをのせる。

「ほっこり体が温まる」生
Vol.38

◀『西の明石、東の志
　　津川（南三陸町）』
　と称賛される南三陸
　のタコは、ウニやア
　ワビを食べて育つぜ
　いたくなタコである。
　この時期の観光客の
　お目当ては豪華な
　「キラキラ丼」。

　
南
三
陸
町
に
異
動
し
て
早
く

も
４
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

11
月
に
は
初
雪
も
観
測
さ
れ
、

防
寒
着
を
準
備
し
て
い
な
か
っ

た
私
は
、
厳
し
い
東
北
の
冬
の

洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
被
災
者
の

住
宅
再
建
に
関
す
る
相
談
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
南
三
陸
町

の
津
波
で
浸
水
し
た
地
域
は
、

災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
家

を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
高
台
の
安
全
な
場
所
へ

の
移
転
（
集
団
移
転
）
を
進
め

て
い
ま
す
。
伊
佐
市
で
は
自
分

の
土
地
に
家
を
建
て
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

改
め
て
南
三
陸
町
の
被
害
の
大

き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
高
台
移
転
の
造
成
工
事
は
、

新
た
に
山
を
削
る
の
で
大
変
時

間
が
掛
か
る
事
業
で
す
。
震
災

か
ら
２
年
９
か
月
か
け
て
高
台

移
転
造
成
地
第
１
号
と
な
る
藤

浜
地
区
が
完
成
し
ま
し
た
。
地

域
住
民
か
ら
は
「
や
っ
と
育
っ

た
場
所
に
帰
れ
る
」
と
い
う
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

南
三
陸
町
内
の
川
で
初
め
て
サ

ケ
の
遡
上
す
る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
サ
ケ
は
生
ま

れ
て
か
ら
４
年
で
生
ま
れ
た
川

に
戻
っ
て
来
る
そ
う
で
す
。
被

災
者
の
方
々
が
１
日
も
早
く
元

の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
業
務
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
濱
川
智
弘
）

〈材　料〉４人分
そば粉　  120g
 鶏モモ肉　50g
干ししいたけ　10g 

こんにゃく　40g 　 
ごぼう　　40g
だいこん　40g  

さといも　40g
揚げ豆腐　40g   
にんじん　30g

ねぎ　　　10g 　 だし汁　５カップ（しいたけの戻し汁＋水）
薄口醤油　大さじ２と 1/2 　塩　少々    
みりん　　大さじ１と 1/2　

そ
ば
じ
ゅ
い

伊佐市から南三陸町に異動して早くも４か月が経過しました。まだ１１月というのには
初雪も観測され、防寒着を準備していなかった私は、厳しい東北の冬の洗礼を受けました。 

仕事の内容は、被災者の住宅再建に関する相談業務を行っていおります。南三陸町は、
津波で浸水した地域は災害危険区域に指定され家を建てることができません。そこで高台
の安全な場所への移転（集団移転）を進めています。伊佐市では自分の土地に家を建てら
れないということは考えられず、改めて南三陸町の被害の大きさを感じています。 

高台移転の造成工事は、新たに山を削るので大変時間が掛かる事業です。震災から２年
９か月かけて第１号となる高台移転造成地第１号となるの藤浜地区が完成しました。を迎
えることができました。地域住民からは「やっと育った場所に帰れる」という喜びの声が
聞かれます。また、南三陸町内の川で初めてサケの遡上する姿を見ることができました。
サケは生まれてから４年で生まれた川に戻って来るそうです。被災者の方々が１日も早く
元の生活に戻れるよう業務に励みたいと思います。 

         

高台移転造成地の様子         サケ漁の様子 

 

（南三陸町おすすめグルメ PR コーナー） 

南三陸町はタコが旨い『西の明石、東の志津川（南三陸町）』と称賛され、旨さの理由は、
なんと！ウニやアワビを食べて育つセレブなタコであった！今の時期は豪快にイクラを盛
り付けたキラキラ丼を食べに多くの観光客が訪れている。 

 

『西の明石、東の志津川（南三陸町）』と称賛される南三陸のタコは、ウニやアワビを食
べて育つセレブなタコである。この時期の観光客のお目当ては豪華な「キラキラ丼」。 

 

キラキラ丼                      （濵川 智弘） 



日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

児  童 一  般
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間
火 ～ 土：９時～ 18 時
日・祝日：９時～ 17 時

　だれもいないはずの屋
根裏部屋に、だれか、い
る ?!
　ふたごが見つけた小さ
なカヌーの正体は？
　足をけがしたトワイエ
さんがガラスびんの家に
いるあいだにあった、ふ
たつの話を紹介します。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

　和睦が崩れ、信長に
攻め立てられる大坂本
願寺。海路からの支援
を乞われた毛利は村上
海賊に頼ろうとした。
その娘、景は海賊働き
に明け暮れ、嫁の貰い
手のない気の荒い醜女
だった…。

水の精とふしぎなカヌー　岡田淳

（出版：理論社） （出版：新潮社）

村上海賊の娘（上・下）　和田竜

【　児　童　】
おばけのゆきだるま ジャック・デュケイワ
いちばんちいさなクリスマスプレゼント ピーター・レイノルズ
ばばばあちゃんのクリスマスかざり さとうわきこ

【　一　般　】
気骨稜々なり 火坂雅志
Deluxe　Edition 阿部和重
天使の柩 村山由佳

【イベント情報】
クリスマスおはなし会
日　時　12 月 14 日（土）10:00 ～ 11:00
場　所　菱刈図書館 
ブックスタート
日　時　12 月 14 日（土）11:00 ～ 11:40
場　所　菱刈図書館 
対象者　市内在住の 2 歳未満の赤ちゃんとその保護者及び
　　　　出産予定の人等（母子健康手帳持参）
申込期限　12 月７日（土）17 時
ふれあいメルヘンひろば
日　時　12 月 21 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館

【雑誌リサイクル】
日　時　12 月 14 日（土）～ 21 日（土）
場　所　菱刈図書館

○

【図書館へ献本】
新薗真智子さん　（下目丸）
永山保雄さん　　（尾之上）
牧尾惠さん　　　（小木原東）
東條孝一さん　　（湯之尾団地）
川ノ上博三さん　（鹿児島市）

【12 月の図書館カレンダー】

○
○

おはなしボランティア

子どもとお話の世界

を楽しみたい人なら

どなたでも

募集中！

初参加者
にはブックス

タートパックを
プレゼント
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伊佐市からのお知らせ

「燃えろ！ヴォルカ」通信 vol.9

山田　裕也
YUYA　YAMADA

生年月日　　昭和 63 年４月 12 日
身長　　　　174cm
体重　　　　70kg
出身地　　　鹿児島市
ポジション　FW

選手・スタッフ紹介

　メッセージ　伊佐市の応援、サポートすごくパワーになります。
伊佐市のみなさんの笑顔をたくさん見られるようにいいゲームをして
ゴールも決めたいと思います。これからも応援よろしくお願いします。

ヴォルカ鹿児島
モバイルサイト

後援会会員募集中！

―伊佐市は、ヴォルカ鹿児島を応援しています―
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お
知
ら
せ

　
平
成
25
年
１
月
支
給
分
の
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
金
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
金
並
び
に
、
平
成
25
年
12
月
支
給
分

の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
は
12
月
17
日（
火
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所
障
が
い
者
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
５

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
３

保
育
園
入
所
希
望
調
査

医
療
費
助
成
金
の
申
請
締
切
日
変
更

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
保
育
園
に
入
所
を
希

望
す
る
人
の
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
新
規
、
継
続
を
問
わ
ず
入
所
を
希
望
す
る

人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　
12
月
５
日
（
木
）
～
12
日
（
木
）

申
込
場
所

　
市
内
各
保
育
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所
（
大

口
庁
舎
）、
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

提
出
す
る
も
の

　
　

▽
新
規
入
所
ま
た
は
保
育
所
変
更
児
童

　
保
育
所
入
所
申
込
書
（
福
祉
事
務
所
ま
た

は
地
域
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。）

▽
継
続
入
所
児
童

　
保
育
所
継
続
入
所
申
込
書
（
後
日
保
育
所

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。）

持
っ
て
く
る
も
の

　
印
か
ん

※
認
め
印
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

入
所
基
準

　

①
保
護
者
が
家
庭
内
外
で
労
働（
家
事
以
外
）

　
を
し
て
い
る
。

②
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
も
な
い
。

③
保
護
者
が
疾
病
等
ま
た
は
親
族
の
介
護
を

　
し
て
い
る
。

④
災
害
等
で
保
育
が
で
き
な
い
。

選
考
基
準

　

　
継
続
入
所
児
童
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
き
ょ

う
だ
い
の
入
所
、
障
が
い
児
を
優
先
し
て
入

所
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
人
数
調
整
等
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
今
回
の
申
込
受
付
は
、
保
育
所
入
所
意
向

調
査
が
目
的
で
す
。
来
年
の
１
月
に
正
式
受

付
（
聞
き
取
り
調
査
）
を
行
い
ま
す
の
で
必

要
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
就
労
証
明
書
等
）

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
保
育
所
の
定
員

　

○
大
口
保
育
園

　
　
　
　
60
人

　
　
　

○
大
口
里
保
育
園

　
　
　
60
人

　
　
　

○
明
徳
寺
保
育
所

　
　
　
60
人

　
　
　

○
山
野
保
育
園

　
　
　
　
40
人

○
羽
月
保
育
園

　
　
　
　
90
人

　
　
　

○
あ
ゆ
み
保
育
園

　
　
　
60
人

　
　
　

○
み
ど
り
保
育
園

　
　
　
170
人

12
月
の
年
金
相
談
日

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
!!

　
次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
　
程

　
12
月
６
日
（
金
）

▽
市
役
所
大
口
庁
舎

　
　
９
時
30
分
～
13
時 

▽
整
形
外
科
松
元
病
院

　
14
時
30
分
～
16
時

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
７

日
　
　
時

　
12
月
７
日
（
土
）

場
　
　
所

　
　

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
10
時
～

▽
菱
刈
ふ
る
さ
と
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
14
時
～

内
　
　
容

　
グ
リ
ム
名
作
劇
場
赤
ず
き
ん
、

　
　
　
　
　
く
ま
の
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料

　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
�
１
６
１
３

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

日
　
　
時

　
12
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

※
12
時
15
分
～
13
時
を
除
く
。

会
　
　
場

　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限

　
12
月
11
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
年
金
事
務
所
お
客
さ
ま
相
談
室

☎
０
９
９
５
・
６
２
・
３
５
１
１

い
さ
の
お
ん
が
く
た
い

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
　
　
時

　
12
月
７
日
（
土
）
14
時
開
演

　

会
　
　
場

　
伊
佐
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

入
場
料

　
無
料

※
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

出
　
　
演

　
お
ん
が
く
と
ど
け
隊
（
今
村
裕

紀
、
竹
原
綾
香
、
里
健
太
郎
、
石
原
綾
）

内
　
　
容

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
曲
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
か
ら
数
曲
を
、
独
奏
や
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
文
化
会
館

　
　
　
　
☎
�
６
３
２
０



農産物直売所大口原田 715　☎29-5108

店舗移転のお知らせ
農産物直売所いさ畑は 12 月より伊佐

農林高校 正門前に移転いたします。

今後も伊佐のすばらしい産品をご提供出

来るよう生産者ともに努力して参ります。

※黄色い建物が目印です。
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広告

農産物直売所大口原田 715　☎29-5108

店舗移転のお知らせ
農産物直売所いさ畑は 12 月より伊佐

農林高校 正門前に移転いたします。

今後も伊佐のすばらしい産品をご提供出

来るよう生産者ともに努力して参ります。

※黄色い建物が目印です。

＊
中
学
校
入
試
日

　
Ａ
日
程

　
平
成
26
年
１
月
５
日
（
日
）

　
Ｂ
日
程

　
平
成
26
年
１
月
25
日
（
土
）

＊
学
校
ク
リ
ス
マ
ス
・
説
明
会

　
日
　
　
時

　
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
９
時
～
12
時
30
分

　
会
　
　
場

　
大
口
明
光
学
園
講
堂

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

☎
�
０
６
０
９

日
　
　
時

　
12
月
14
日
（
土
）
13
時
～
16
時

場
　
　
所

　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
研
究
者
に
よ
る
出
前
授
業

▽
『
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
最
前
線
』　

　

徳
留
真
一
郎
准
教
授

▽
『
宇
宙
で
見
る
私
た
ち
の
太
陽
』　

坂
尾
太
郎
准
教
授

平
成
25
年
度
九
州
カ
ヌ
ー
冬
季
合
同

合
宿

タケシタの家造り 検索

広告

H     P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 :伊佐市大口小木原８９９

ゼ　ロ・エ　ネ　住　宅　建　築　中　。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

宇
宙
学
校
in
い
さ

大
口
明
光
学
園
か
ら
お
知
ら
せ

○
紅
洋
保
育
園

　
　
　
45
人

○
慈
光
保
育
園

　
　
　
45
人

○
湯
之
尾
保
育
園

　
　
40
人

○
本
城
保
育
園

　
　
　
50
人

○
田
中
保
育
所

　
　
　
60
人

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
３

移
動
援
護
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す

　
戦
傷
病
者
や
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
援

護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑
問
等
に
つ
い
て
、

県
庁
社
会
福
祉
課
の
職
員
が
、
直
接
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
　
　
時

　
12
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
11
時
～
14
時
30
分

会
　
　
場

　
湧
水
町
栗
野
中
央
公
民
館

　
事
前
の
予
約
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
相

談
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
の
人
は
、
当
日

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
カ
ヌ
ー
競
技
愛
好
者
の
技
能
向
上
・
親
睦

な
ど
を
図
る
た
め
、
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

指
導
者
・
選
手
を
招
き
合
同
合
宿
を
行
い
ま

す
。
安
全
を
確
保
し
た
見
学
は
自
由
で
す
。

※
参
加
申
込
は
、
終
了
し
ま
し
た
。

日
　
　
程

　
12
月
21
日
（
土
）
13
時
～

　
　
　
　
　
12
月
23
日
（
月
）
13
時

場
　
　
所

　
菱
刈
カ
ヌ
ー
競
技
場

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係☎

�
６
３
２
０

　
蛇
口
や
水
道
管
が
も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
水

か
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。

熱
湯
は
絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
破

裂
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先

大
口
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー☎

�
５
３
３
３

菱
刈
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー☎

�
２
８
７
０

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
課
恩
給
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
８
２
８

離
職
者
等
の
た
め
の
就
職
面
談
会

日
　
　
時

　
12
月
19
日
（
木
）
13
時
～
17
時

場
　
　
所

　
薩
摩
川
内
市
総
合
運
動
公
園
「
サ
ン
ア
リ

ー
ナ
せ
ん
だ
い
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

　
薩
摩
川
内
市
運
動
公
園
町
３
０
３
０

対
象
求
職
者

⑴
企
業
の
撤
退
及
び
規
模
縮
小
等
に
よ
り
離

　
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人

⑵
県
内
で
就
職
を
希
望
す
る
人
（
平
成
26
年

　
３
月
卒
業
予
定
の
新
規
学
卒
者
は
除
く
。）

そ
の
他

　
申
込
は
不
要
で
す
が
、
履
歴
書

　
　
　
　
　
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
雇
用
労
政
課
雇
用
促
進
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
０
２
６

参
加
費

　
無
料

申
込
期
限

　
12
月
６
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
６
１
３
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伊佐市からのお知らせ

広告

前田貴彦法律事務所
弁護士が直接

TEL:0995-55-7700　お気軽にお電話下さい♪
〒 899-5215 リブロックビル１階鹿児島県姶良市加治木町本町106

面談！！

要予約

相続　借金　離婚　交通事故
借地借家問題　刑事事件　など

初回相談料 3   分無料！！30

「
第
65
回
人
権
週
間
」

☎22-0080 
まずはご相談ください！ 

エス・テー・ラボ  株式 
会社 

伊佐市大口里1967-2 

あなたのパソコン不具合ありませんか？ 

パソコンや周辺機器の修理・設定、ネットワーク設定etc. 

最近 
重くなった 起動しない 

パソコン教室、個人レッスンも承っております。 

広告

　
12
月
４
日
～
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。（「
人
権
週
間
」
強
調
事

項
の
一
部
を
掲
載
。）

○
女
性
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を

　
進
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

　
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

　
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

　
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
に

　
取
り
組
も
う

◆
伊
佐
市
の
人
権
擁
護
員

　
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員
は
、

地
域
に
密
着
し
た
存
在
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
神
野
政
秀
（
大
口
東
） 

　  

☎
�
７
３
８
１

▽
新
屋
敷
紀
念
（
大
口
東
）
☎
�
８
５
２
４

▽
田
代
伊
津
子
（
大
口
）　   

☎
�
４
３
９
８

▽
兵
底
透
（
大
口
）  

　
　      

☎
�
６
０
８
５

▽
福
島
洋
子
（
田
中
） 

　
　  

☎
�
３
０
１
１

▽
向
江
知
恵
子
（
南
永
）　   

☎
�
３
９
５
１

▽
安
田
美
枝
子
（
菱
刈
）        

☎
�
３
４
３
３

◆
特
設
人
権
相
談

　
親
子
、夫
婦
、扶
養
、相
続
の
問
題
、借
地
・

借
家
問
題
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
公
害
、
差
別
・

い
じ
め
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
12
月
３
日
（
火
）
10
時
～
15
時

　
場

　
所

　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
12
月
10
日
（
火
）
10
時
～
15
時

　
場

　
所

　
ま
ご
し
館

　
な
お
、
法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
は
人
権

週
間
以
外
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
人
権
啓
発
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
３

◆
人
権
作
文
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
・
牧
園

日
　
　
時

　
12
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時

場
　
　
所

　
霧
島
市
立
牧
園
小
学
校

　
霧
島
市
牧
園
町
宿
窪
田
７
８
８
―
３

内
　
　
容

　
　
　

○
霧
島
青
葉
園
の
楽
団
「
ブ
ル
ー
チ
ャ
ラ
ン

　
ポ
ラ
ー
ズ
」
演
奏

○
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品

　
表
彰
式
及
び
朗
読
会

○
コ
ン
ト
あ
お
ぞ
ら
（
人
権
漫
才
）

入
場
料

　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局
総
務
課

　

☎
０
９
９
５
・
４
５
・
０
０
６
４

　
市
で
は
、
指
定
さ
れ
た
通

学
区
域
を
越
え
て
、
児
童
の

入
学
・
転
入
学
を
特
別
に
認

め
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
と
と
も
に
、
地

域
や
学
校
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
「
伊
佐

市
小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
南
永
小
学
校
へ
の
特
認
生

を
募
集
し
ま
す
。（
平
成
25
年
度
実
績
７
人
）

入
学
・
転
入
学
の
条
件

⑴
伊
佐
市
内
に
児
童
・
保
護
者
が
在
住
し
、

　
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
小
学
新
１
年

　
生
か
ら
新
６
年
生
で
あ
る
こ
と

⑵
１
年
以
上
通
年
で
通
学
が
で
き
る
こ
と

⑶
保
護
者
の
責
任
で
送
迎
が
で
き
る
こ
と

⑷
南
永
小
学
校
へ
の
入
学
・
転
入
学
を
許
可

　
す
る
こ
と
で
、
本
来
就
学
す
べ
き
小
学
校

　
の
対
象
学
年
に
学
級
減
を
生
じ
な
い
こ
と

申
込
期
限

　
12
月
27
日
（
金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
南
永
小
学
校

　
　
☎
�
３
９
８
０

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
☎
�
１
５
３
２

平
成
26
年
度
南
永
小
学
校

特
認
生
募
集 募

　
　
集
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誕
　
生

 

（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

池
畑

　
彰あ

き
と人

（
悟
史
・
八
坂
町
）

池
町

　
早さ

や

か
耶
果
（
昌
和
・
小
水
流
）

市
来

　
陸り

く
と虎

（
真
行
・
重
留
西
）

大
迫

　
龍

り
ゅ
う
せ
い晟

（
宏
・
戸
切
）

小
田

　
菜な

つ
き月

（
勝
也
・
白
木
）

川
井
田

　
華か

れ
ん蓮

（
直
樹
・
プ
レ
ジ
ー
ル
菱
刈
）

川
井
田

　
優ゆ

う
な菜

（
直
樹
・
プ
レ
ジ
ー
ル
菱
刈
）

上
村

　
実み

の

り
乃
梨
（
祐
二
・
下
青
木
）

木
津

　
亜あ

り

さ
莉
沙
（
大
樹
・
里
町
）

坂
元

　
凜り

ん
せ
い生

（
伸
太
郎
・
麓
後
）

白
坂

　
結ゆ

い彩
（
祐
己
・
高
校
西
）

鈴
木

　
莉り

な奈
（
康
博
・
春
村
）

中
原

　
那な

お緒
（
裕
哉
・
本
城
宇
都
）

西
村

　
朔さ

く

（
潤
・
中
戸
切
）

野
間

　
龍

り
ゅ
う
じ
ゅ珠

（
裕
史
・
岩
坪
）

久
野

　
萌も

も

か
々
香
（
真
輝
・
水
ノ
手
）

堀
之
内

　
愛あ

い
り莉

（
智
博
・
猶
原
）

前
田

　
悠は

る
の乃

（
慎
一
・
駅
前
）

（
10
月
１
日
～
10
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

内
山

　
艶
子

　
　
　
94

　（
中
戸
切
）

川
原

　
キ
ミ
子

　
　
92

　（
上
元
町
）

霧
島

　
隆

　
　
　
　
95

　（
水
ノ
手
）

久
保

　
貴
則

　
　
　
82

　（
陣
之
尾
）

新
内

　
博
志

　
　
　
55

　（
西
戸
切
）

園
田

　
貞
博

　
　
　
71

　（
朝
日
町
）

冨
田

　
秀
行

　
　
　
61

　（
上
青
木
中
）

中
満

　
政
範

　
　
　
83

　（
上
新
町
）

前
田

　
幸
男

　
　
　
72

　（
西
永
尾
）

丸
山

　
ト
ミ
エ

　
　
87

　（
上
目
丸
）

山
野
地
区

池
田

　
義
輝

　
　
　
63

　（
上
松
）

岩
坪

　
セ
ツ

　
　
　
103
　（
井
立
田
）

　

夢をありがとう
「大口高校ラグビー部」

【今月の表紙】

大
川

　
邦
男

　
　
　
84

　（
布
計
）

大
川

　
林

　
　
　
　
80

　（
小
木
原
上
）

大
平

　
カ
ス
ミ

　
　
74

　（
平
出
水
上
）

上
田

　
芳
人

　
　
　
84

　（
上
之
馬
場
）

谷
下

　
ツ
ユ

　
　
　
92

　（
春
村
）

東
　
ア
イ
子

　
　
　
92

　（
上
之
馬
場
）

福
吉

　
ス
ミ
子

　
　
88

　（
上
松
）

牧
　
ハ
ル
子

　
　
　
89

　（
上
之
馬
場
）

羽
月
地
区

園
田

　
テ
ル

　
　
　
97

　（
園
田
）

長
野

　
照
子

　
　
　
86

　（
上
ノ
馬
場
）

間
宮

　
昭
市

　
　
　
72

　（
堂
崎
）

西
太
良
地
区

折
田

　
早
利

　
　
　
82

　（
諏
訪
）

鶴
丸

　
勝
男

　
　
　
85

　（
城
下
）

菱
刈
地
区

有
留

　
ハ
ツ
ヱ

　
　
88

　（
荒
田
下
）

安
樂

　
武
雄

　
　
　
91

　（
湯
之
元
）

市
來

　
マ
サ
子

　
　
90

　（
下
馬
場
）

柏
原

　
ハ
ル

　
　
　
89

　（
楠
原
下
）

庄
屋

　
昇

　
　
　
　
98

　（
新
町
）

髙
松

　
軍
生

　
　
　
74

　（
下
市
山
）

谷
口

　
ユ
キ

　
　
　
98

　（
小
原
松
山
）

茅
原

　
サ
ダ
子

　
　
85

　（
下
荒
田
）

冨
吉

　
顕
弘

　
　
　
91

　（
下
手
須
川
）

新
原

　
ヱ
ミ

　
　
　
91

　（
田
中
中
）

冨
士
代

　
秀
士

　
　
91

　（
田
中
中
）

前
原

　
久
子

　
　
　
89

　（
猶
原
）

南
　
策
雄

　
　
　
　
78

　（
重
留
西
）

山
下

　
英
雄

　
　
　
72

　（
下
馬
場
）

吉
本

　
ウ
メ
ノ

　
　
95

　（
湯
之
元
）

広告

アスパラギン酸が生の２００倍も豊富

URL://Amazon.co.jp手 づくりのマテリア霧島
薩摩黒にんにく

伊佐総代理店　代表  西 秀雄
〒8 95-2511 伊佐市大口里西本町（ N&H）
Tel.0995-22-6204 fax.22-6232

血栓・免疫・代謝・抗癌・血圧・五臓六腑
眼・膝・腰・肩・脂肪・乳酸栄養植物素材

（黒にんにくパワーで貴方の健康を取り戻しませんか）

無添加

　11 月 17 日、鴨池陸上
競技場において高校ラグ
ビー鹿児島県予選決勝が
行われ、大口高校が鹿児
島工業と対戦しました。
  38 年ぶり 10 回目の花
園をかけ挑みましたが、
惜しくも準優勝に終わり
ました。
　小雨の中、最後まで諦
めない姿勢が多くの感動
を生み、応援するすべて
の人に全国を強く意識す
る夢を与えてくれました。
ありがとう「大口高校ラ
グビー部」。

詳しくは㈱エス･テー･ラボ
　　　　　　22-0080まで随時

会員も募集中！

お店の新商品！イベント情報！

校区コミュニティ！

い
っぺこっ

ぺ
い
っぺこっ

ぺ

いさナビ 検索

広告

的
場

　
結ゆ

い
か花

（
雅
人
・
大
田
）

南
　
柑か

ん
な那

（
亨
謙
・
西
原
）

山
之
上

　
祐ゆ

う
と都

（
洋
・
郡
山
）

倉
上

　
千ち

づ
る弦

（
貴
彦
・
築
地
上
）
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あ
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編
集
後
記

人口のうごき

H25.11. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,748 人　  （－   62）
　男　　13,297 人　  （－   32）
　女　　15,451 人　  （ －   30）
世帯数　14,129 世帯  （ －   20）

◆ ◆

　
大
口
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部“
憧
れ
の
花
園
挑
戦
”

が
始
ま
っ
た
。
細
か
い
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
私

は
、「
こ
の
ラ
イ
ン
に
届
け
ば
、
得
点
に
な
る

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
攻
め
る
大
口
高

校
の
正
面
に
陣
取
っ
た
。
カ
メ
ラ
を
か
ま
え
て

い
た
は
ず
が
、
試
合
に
夢
中
で
、
写
真
ど
こ
ろ

か
降
り
出
し
た
雨
か
ら
カ
メ
ラ
を
守
る
こ
と
す

ら
忘
れ
て
声
援
を
送
っ
た
。
試
合
終
了
の
笛
が

鳴
る
ま
で
勇
敢
に
た
た
か
っ
た
彼
ら
の
花
園
出

場
を
、
残
念
な
が
ら
今
年
叶
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
走
り
続
け
た

選
手
た
ち
が
、
楕
円
の
ボ
ー
ル
と
と
も
に
希
望

と
感
動
を
運
び
、
ま
ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
た
。

  

試
合
後
、「
ど
う
し
て
泣
い
て
る
選
手
た
ち

を
撮
っ
て
る
ん
だ
」
と
、
自
問
自
答
し
な
が
ら

号
泣
し
て
い
た
私
が
「
集
合
写
真
い
い
？
」
と

声
を
か
け
る
と
、
選
手
た
ち
は
キ
ョ
ト
ン
と
し

て
い
る
。「
そ
ん
な
に
号
泣
っ
て
、
こ
の
お
ば

さ
ん
は
誰
か
の
親
戚
？
」
と
思
っ
た
に
違
い
な

い
。
い
い
え
！
「
私
は
涙
も
ろ
い
お
年
頃
に
な

っ
た
市
役
所
の
お
ば
さ
ん
」。
今
更
、
古
い
流

行
語
だ
が
本
気
で
言
い
た
い
。「
痛
み
に
耐
え

て
よ
く
頑
張
っ
た
、
感
動
し
た
」

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。
【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、市広報係までご投稿
　ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.lg.jp

　
本
城
島
内
の
公
民
館
前
に
見
つ
け
た
看
板
を
紹

介
し
ま
す
。

本
城
小
１
年
生
一
同
「
と
ま
っ
て
ね 

ぼ
く
が 

わ

た
し
が 

わ
た
る
か
ら
」

本
城
小
２
年
生
一
同
「
う
ん
て
ん
手
さ
ん 

お
さ

け
は
や
め
て 

よ
そ
見
も
や
め
て
」

　
島
内
青
壮
年
部
が
設
置
し
た
交
通
安
全
の
注
意

を
促
す
看
板
で
す
。
見
る
た
び
、
子
ど
も
た
ち
の

思
い
に
、
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

（
本
城

　
島
内
青
壮
年

　
70
代
）

　「
親
に
似
ら
ん
よ
か
子
」
の
話
。
陸
上
で
県
ト

ッ
プ
を
い
く
自
慢
の
娘
。
大
会
毎
に
見
事
な
成
績

を
残
し
て
い
る
（
親
バ
カ
と
い
わ
れ
も
仕
方
な
い

が
事
実
だ
）。
そ
の
娘
の
活
躍
が
表
彰
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
別
の
大
会
で
出
席
で
き
な
い
娘

に
か
わ
り
私
が
代
理
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

授
賞
式
で
起
こ
る
ク
ス
ク
ス
笑
い
。
私
を
知
る

人
々
が
「
活
躍
す
る
娘
」
と
あ
ま
り
に
違
う
「
ダ

メ
親
父
」
を
比
べ
て
の
笑
い
だ
。「
あ
ー
恥
ず
か

し
い
。
娘
が
自
慢
で
き
る
父
に
な
り
た
い
！
」
と

　東京在住の友がふれセンに
寄贈した絵。画題「心のふる
さと曽木の滝」。懐かしい友
の作品をご覧ください。

（羽月　Ｎ・Ｋ　70 代）

　
ご
ん
べ
さ
ん
、
立
派
な
娘
さ
ん
を
も
つ
悩
み
も

あ
る
ん
で
す
ね
。
で
も
、
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
間
違
い
な
く
お
父
さ
ん
の
遺
伝
子

を
半
分
受
け
継
い
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ご
ん

べ
さ
ん
は
自
信
を
持
っ
て
胸
張
っ
て
「
俺
の
娘

だ
！
」
と
自
慢
し
ま
し
ょ
う
。

強
く
念
じ
た
瞬
間
で
あ
る
。

　 

　

 

（
大
口

　
ご
ん
べ
さ
ん

　
40
代
）




